品質管理計画書（例）

（例）

品質管理計画書

工事名　　平成○○年度　　○○○○○○○○○○○○工事

工事場所　○○市○○町○○　地内
工　期　　自　平成○○年○○月○○日

　　至　平成○○年○○月○○日

１．建設工事品質管理責任者（資格）

２．施工管理計画
請負会社名

	社印


○○建設㈱ 
１．建設工事品質管理責任者（資格）

　　本工事における品質管理責任者として、下記の者を置きます。

　　　　　○○役職○○　　○○○氏○○名○○○
※資格要件を満たす根拠資料を添付すること（ISO9001認証で位置づけられた品質管理責任者の場合はその記載の写し、それ以外の場合は主任技術者と同等となる資格証の写し）

２．施工管理計画

（１）材料検査（確認）計画

品質管理責任者が立会う材料検査（確認）項目は以下のとおりとします。
※（使用材料調書様式を追記して添付してもよい）
	材料名
	品質規格
	単位
	使用数量
	製造メーカー及び工場名
	備考

	鋼矢板
	Ⅱw　L=10m
	本
	100
	○○鉄鋼
	

	改良用セメント
	
	袋
	60
	○○セメント
	

	PCプレテン桁
	
	本
	4
	㈱○○コン
	工場検査

	橋梁用高覧
	H=1.○m
	ｍ
	50
	○○株式会社
	

	環境保全型ブロック
	t=500
	個
	40
	○○コンクリート工業
	


（２）施工状況立会計画

品質管理責任者が立会う施工状況確認項目は、共通仕様書　施工状況立会一覧表に基づき、以下のとおりとします。
※共通仕様書　施工状況立会一覧表を用い、本工事で該当する項目について解るように加筆、修正してもよい。

施工状況立会一覧表
	種　　　別
	細　　　別
	施　工　時　期

	オープンケーソン基礎工
ニューマチックケーソン基礎工
	                　　　　　
                　　　　　
	コンクリート打設時

	重要構造物
  函渠工（樋門・樋管を含む）
  躯体工（橋台）
  ＲＣ躯体工（橋脚）
  橋脚フーチング工
　ＲＣ擁壁　　　　
  砂防ダム・床止・床固
  堰本体工
　排水機場本体工
　水門工
　共同溝本体工
	                　　　　　
                　　　　　
                　　　　　
	コンクリート打設時

	床版工              　
	　　　　　　　　　　　　　
	コンクリート打設時

	後施工アンカー
	
	充填材注入時

	ポストテンションＴ(Ⅰ)桁製作工
プレビーム桁製作工
ＰＣホロースラブ製作工
ＰＣ版桁製作工
ＰＣ箱桁製作工
ＰＣ片持箱桁製作工
ＰＣ押出し箱桁製作工
	                　　　　　
	コンクリート打設時
（工場製作を除く）

	トンネル工
	　　　　　　　　　　　　　
	施工時

	盛土工
  河川・道路・砂防
	
	敷均し、転圧時

	
	
	プルフローリング実施時

	舗装工              　
	路盤、表層、基層　　　　　
	舗設時

	コンクリート吹付工
	                　　　　　
                　　　　　
	吹付時

	
	
	その他監督員が指示する時

	維持・管理工       　
	施肥、薬剤散布      　　　
	施工時

	ダム工
	各工事ごと別途定める。
	

	開削工（下水道）
	
	施工時

	推進工（下水道）
	
	施工時

	
	
	裏込注入時

	シールド工（下水道）
	一次覆工、二次覆工
	裏込注入時

	
	
	コンクリート打設時

	立坑工
	
	施工時

	人孔築造工
	
	施工時


（３）段階確認計画
品質管理責任者が立会う段階確認項目は、建設工事におけるISO9001認証取得を活用した監督業務等の試行要領に基づき、以下のとおりとします。
※ISO9001認証取得を活用した監督業務等の試行要領　別表１段階確認一覧表を用い、本工事で該当する項目について解るように加筆、修正してもよい。

段階確認一覧表
	種　別
	細　別
	施工時期
	確認項目
	確認頻度
	ISO9001監督

	指定仮設工
	　
	設置完了時
	使用材料、高さ､幅､長さ、深さ等
	1回/1工事
	○

	道路土工
（路床盛土工）
舗装工（下層路盤）
	　
	プルフローリング実施時
	プルフローリング実施状況
	1回/1工事
	○

	表層安定処理工
	表層安定処理
路床安定処理
	処理完了時
	使用材料、基準高､幅､延長、施工厚さ
	一般：1回/1工事
重点：1回/100m
	○

	
	置換
	掘削完了時
	使用材料、基準高､幅､延長、施工厚さ
	一般：1回/1工事
重点：1回/100m
	○

	
	サンドマット
	処理完了時
	使用材料、基準高､幅､延長、施工厚さ
	一般：1回/1工事
重点：1回/100m
	○

	バーチカルドレーン工
	サンドドレーン
袋詰式サンドドレーン
ペーパードレーン
	施工時
	使用材料、打込長さ
	一般：1回/200本
重点：1回/100本
	○

	
	
	施工完了時
	使用材料､杭径
	一般：1回/200本
重点：1回/100本
	○

	締固め改良工
	サンドコンパクションパイル
	施工時
	使用材料、打込長さ
	一般：1回/200本
重点：1回/100本
	○

	
	
	施工完了時
	使用材料､杭径、施工位置
	一般：1回/200本
重点：1回/100本
	○

	固結工
	粉体噴射攪拌
高圧噴射攪拌
セメントミルク攪拌
生石灰パイル
	施工時
	使用材料、深度
	一般：1回/200本
重点：1回/100本
	○

	
	
	施工完了時
	基準高、位置、間隔、杭径
	一般：1回/200本
重点：1回/100本
	○

	
	薬液注入
	施工時
	使用材料、深度、注入量
	一般：1回/20本
重点：1回/10本
	○

	矢板工
（任意仮設を除く）
	鋼矢板
	打込時
	使用材料､長さ、溶接部の適否
	試験矢板1枚　更に
一般：1回/150枚
重点：1回/100枚
	○

	
	鋼管矢板
	打込時
	使用材料､長さ、溶接部の適否
	試験矢板1枚　更に
一般：1回/75枚
重点：1回/50枚
	○

	築堤・護岸工
	　
	法線設置完了時
	法線設置状況
	1回/1法線
	○

	砂防ダム
	　
	法線設置完了時
	法線設置状況
	1回/1法線
	○

	もたれ式擁壁工
（背面型枠が不用な場合）
	　
	コンクリート打継目毎打設完了
	基準高、高さ、幅、厚さ
	一般：1回/1工事
重点：1回/100m
	○

	躯体工
ＲＣ躯体工
	　
	沓座の位置決定時
	沓座の位置
	1回/1構造物
	○

	鋼橋
	　
	仮組立完了時
（仮組立が省略となる場合は除く）
	キャンバー、寸法等
	1回/1構造物
	○

	トンネル工
	覆工
	施工時（構造の変化時）
	設計図書との対比
	1回/構造の変化毎
	○

	コンクリート吹付工
厚層基材吹付工
	　
	法面清掃完了時
	施工状況の適否
	一般：30%程度/1工事
重点：60%程度/1工事
	○

	下水道
	開削工
	管布設完了時
	施工状況の適否
	1回/構造の変化毎
	○

	
	推進工
	推進完了時
	施工状況の適否
	
	○

	
	シールド工
	セグメント組立完了時
２次覆工完了時
	施工状況の適否
	1回/100m
	○

	
	立坑工
	立坑完了時
	支持地盤、寸法、施工状況
	1回/1立坑
	○
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